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微鏡下で測定することで FRET効率を求めた。その結果、WTアクチンには、高 FRET効率、低 FRET効率
の最低二つの異なる構造状態がほぼ同じ比率で存在していた。これに対して、G146Vアクチンでは高 FRET
効率の構造状態が支配的であり、WTアクチンと G146Vアクチンでは構造多型性の分布に大きな差異があっ





審 査 の 結 果 の 要 旨
　以上のように優性変異アクチンの発現系開発に成功したことにより、様々な優性変異アクチンの機能解析
が可能になった。この発現系により得られた G146Vアクチンは、構造状態に異常があり、そのためにミオ
シンとの正常な運動性が損なわれていた可能性があり、ミオシンの運動メカニズム解明に新たな視点を与え
るものと期待され、基礎生物学的に大きな意義がある。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
